
　ついに、ごみが燃
も

やされます。ごみを燃
も

やす『ガス化
か

炉
ろ

』は、

５００度
ど

の温度
おんど

で連続
れんぞく

して供給
きょうきゅう

されるごみを、燃
も

やします。

　流動床式
りゅうどうゆかしき

ガス化炉
かろ

では、砂層
さそう

に空気
くうき

が送
おく

り込
こ

まれて流動状態
りゅうどうじょうたい

となっ

ています。投入
とうにゅう

されたごみは流動砂
りゅうどうさ

によって分散
ぶんさん

されます。ここで、

ごみの一部
いちぶ

を部分燃焼
ぶぶんねんしょう

させ、その燃焼熱
ねんしょうねつ

を利用
りよう

して可燃物
かねんぶつ

を可燃性
かねんせい

ガ

ス、未燃分
みねんぶん

および灰
はい

に熱分解
ねつぶんかい

します。



①ガス化炉
かろ

上部
じょうぶ

②ガス化炉下部
かろかぶ

③ガス化炉
かろ

外観
がいかん

④設置
せっち

前
まえ

のガス化炉
かろ

⑤ガス化
か

炉
ろ

バーナー

ガス化炉を空焚きしてごみを燃やす準備を行う事を「立上」と
いいます。1回の立上には、約3500ℓの灯油を使います。
準備が整い、初めてごみを投入する時には、ごみが青い炎
を出します。立上の際にガス化炉を暖めたり、ごみを燃やし
始めるバーナー炊きでは灯油を使用します。

⑥ガス化炉の燃やし始めの画像

ここからごみが
はいって行きま
す！

す
な
を
じ
ゅ
ん
か
ん
さ
せ
て
つ

か

っ
て
い
ま
す

。

下からくうきが
送られていま
す。

ここから、
燃え残っ
たものを、
とり出しま
す。

ここから、次の
「ようゆうろ」に、
出てゆきます

ガス化炉で
ごみを燃や
すには、約1
～2日間、ガ
ス化炉を空
焚きして、暖
めます。ガス
化炉の温度
が安定した
時点で初め
てごみを燃
やせます。

ごみをむし
やきに！
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